公開概要書
	受付日
	H27.6.8
	回答日
	H27.6.19
	担当課
	総務管財課

	意見等の内容
	　益田市歌が市民に浸透していない。周知と活用について、学校段階からふるさと教育に取り入れるなど、益田市の良さ、魅力を市民で共有できる一つの大きな市民のよりどころとなるような取り組みが必要と考える。


	回答の内容
	市歌につきましは、ホームページで歌詞及び音源を掲載し、その使用についても制限を設けておらず、市民が利用できる環境にございます。また、総務管財課ではCDの貸出しも行っております。
市歌斉唱の状況の一例としては、市役所内の幹部職員出席の会議や市主催の自治会長会の開催前、全てではございませんが、各自治会で開催される会議や年間8回程度開催されている小中学校校長会総会において実施しております。

小中学校では、国の学習指導要領に基づき、国家斉唱を指導するよう定められていますが、県民歌や市歌については、指導することが義務付けられていません。

しかし、ご意見をいただいた「益田市の良さ、魅力を市民で共有できる一つの大きな市民のよりどころ」に関しまして、その実現に向けて、取り組んでいく必要性があると認識しております。その一つとして、現在、小中学校において給食休憩や昼掃除の時間などで、定期的に市歌を流すなどの対応が可能か検討をしております。

いずれにしても、益田市歌の周知については、まだまだ不十分な点もあり、今後さらなる普及に向けて市全体で取り組んでいきたいと考えておりますのでご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げます。




